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どなたでも主な対象 女性 男性 子ども 高齢者 障害者 事業 育児 催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳しくはお問い合わせください。
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	灯
と う

籠
ろ う

で飾ろう二川宿
とき：7月25日㈯午後7時～9時（雨天順

延26日㈰）　ところ：旧東海道二川宿街

道沿い（二川駅前～二川東町）　内容：
江戸時代の旧東海道二川宿の面影が残

る二川の街並み約1.5㎞の両側を、地域

の子どもたちや市民が作ったマイ灯籠、

創作灯籠など約3,000個の灯籠でライト

アップします（午後5時30分～9時は二

川宿本陣資料館を無料開館します）　問
い合わせ：灯籠で飾ろう二川宿開催実行

委員会　西川（☎090・3954・4397）、二

川宿本陣資料館（☎41・8580）

＜関連イベント＞
■納涼ゆかたコンテスト in 二川宿
とき：7 月25日㈯午後 5 時 30 分～ 6 時

30 分（受け付けは午後 6 時 15 分まで。

雨天順延 26日㈰）　ところ：二川宿本

陣資料館（二川町字中町）　対象：どな

たでも（親子、友達などグループでの

参加も可。小学生以下は保護者同伴）　

内容：「楽しむ、親しむ」をコンセプト

に、ゆかたコンテストを行います（優秀

者には賞、小学生以下には参加賞があ

ります）　入館料：無料　申し込み：不

要　問い合わせ：二川宿本陣資料館（☎

41・8580）

［共通事項］その他：午後6時から交通規

制を行います。周辺に駐車場はありませ

んので公共交通機関をご利用ください

	自然体験プログラム☆遊びイベント21
昔体験！野外キャンプ

とき：8月29日㈯午後 1 時～ 30日㈰午

後1時（1泊2日）　ところ：少年自然の家

（伊古部町字下リ）　対象：5 歳児～中

学生と保護者　内容：テント泊、火お

こし、創作活動など、電気やガス、時

計がなかった昔の生活を1 泊キャンプ

の中で体験します　講師:日本キャンプ

協会野外活動指導者ほか　定員：8 家

族（抽選）　参加料：1 人 1,300 円（材料

費）　持ち物：軍手、タオル、帽子、水筒、

洗面用具、シャンプー、石
せっけん

鹸、着替え、

懐中電灯　申し込み：7月15日～ 31日

に少年自然の家（☎21・2301）　

	伝統文化こども教室
日本舞踊・三

し ゃ み

味線・茶道・華道

■①日本舞踊②三味線
とき：8月4日㈫～6日㈭、8月25日㈫～

27日㈭（各全6 回）①午前10時～11時

30 分②午後 1 時 30 分～ 3 時　ところ：
市民文化会館（向山大池町）　対象：①

小・中学生②小学3年～中学生　内容：
①では簡単な踊りを、②では簡単な曲

を弾けるように学びます。また、11月

に開催される邦楽大会に出演し、練習

の成果を披露できます　講師：①藤美

会②豊橋長唄協会　定員：各 20 人（申

込順）　参加料：無料　持ち物：①のみ

浴衣　申し込み：7月18日午前 10 時か

ら市民文化会館（☎61・5111）

■③茶道④華道
とき：③ 8月11日㈫・18日㈫④ 8月12

日㈬・19日㈬（各全 2 回）午前 10 時～

正午　ところ：三の丸会館（豊橋公園内）　

対象：小・中学生　内容：③お茶の作

法を学びます④一人ひとりお花をいけ

てみます　講師：③熊谷宗光さん（表千

家）④豊橋華道連盟　定員：各18人（申

込順）　参加料：③ 500 円（菓子代）

④1,000円（花代）　申し込み：7月18日

午前10時から三の丸会館（☎56・6022）

［共通事項］問い合わせ：豊橋文化振興

財団（☎39・5211）

暮らし情報
支援・医療
	認知症座談会

とき：8 月27日㈭午後 1 時～ 3 時 30 分　

ところ：あいトピア（前畑町） 　対象：認

知症の方の介護をしている方（初参加

者のみ）　内容：認知症の方を抱える家

族同士で介護の悩みなどについて話し

合い、講師からアドバイスを受けます　

講師：伊苅弘之さん（福祉村病院副院

長）　定員：10人（申込順）　参加料：無

料　申し込み：8月20日までに住所、氏

名、電話番号を豊橋市中央地域包括支

援センター（☎54・7170）

 	子育て家庭優待カード（はぐみんカード）
をお持ちですか

18 歳まで（18 歳になった年の 3月31日

までを含む）の子どものいる家庭と妊娠

中の方に、子育て家庭優待カード（は

ぐみんカード）を配布しています。この

カードを東海3県（愛知・岐阜・三重県）

の協賛店舗で提示すると、各店舗が独

自に設けるさまざまな特典やサービス

を受けられます。

配布方法：妊娠中の方には母子手帳交

付時に配布。その他の方は子どもの生

年月日が証明できるものを持参して市

役所こども家庭課（東館 2 階）、各窓口

センター

■はぐみん優待ショップステッカー
協賛店舗には「はぐみん優待ショップス

テッカー」が掲示されています。最新

情報はホームページ（http://www.city.

toyohashi.lg.jp/17814.htm）、 携 帯 電

話用サイト（カード裏面に QRコードあ

り）をご覧ください。

■協賛店舗募集
子育て家庭を応援し、サービスを提供

していただける協賛店舗を募集してい

ます。詳しくはお問い合わせください。

■毎月19日は「はぐみんデー」
愛知県では毎月19日を子育て応援の日

「はぐみんデー」としています。この日

をきっかけに、家庭、職場、地域で子

育てについて考えていきましょう。

［共通事項］問い合わせ：こども未来政

策課（☎51・2325）

	吹付けアスベストの分析調査の
費用を一部補助します

補助対象：市内にある建築物の、吹付

け建材について行うアスベストの含有

の有無を所定の方法で調査する費用　

補助金額：対象経費の額（上限25万円）　

その他：調査契約前に市役所建築指導

課に相談して補助金交付申請をしてく

ださい。調査契約後の申請は受け付け

できません　申請先：市役所建築指導課

（東館3階☎51・2587）
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	認知症介護者交流会　わの会
とき：8月1日、9月5日、10月3日の土

曜日午後1時30分～4時　ところ：豊橋

商工会議所（花田町字石塚）　対象：認

知症の方を介護している家族　内容：参

加者同士で介護の悩みなどについて話

し合います　参加料：各500円　申し込
み：不要　問い合わせ：（公社）認知症の

人と家族の会愛知県支部（☎0562・33・

7048）、長寿介護課（☎51・2338）

	精神障害者社会復帰教室
ほのぼの倶楽部

とき：第1・3・5水曜日、第2・4火曜日

午前 10 時～正午　ところ：保健所・保

健センター（中野町字中原「ほいっぷ」

内）　対象：市内在住で、こころの病を

持つ方　内容：創作活動、運動、交流

会など　参加料：無料　申込先：健康増

進課（☎39・9145）

募集
詳細は募集要綱などをご覧ください。

	高齢者向け優良賃貸住宅 SKM
（関屋町高齢者マンション）の入居者

所在地：関屋町 163-1 ほか　入居者資
格：60 歳以上の単身世帯または夫婦

世帯など　間取り／家賃／募集戸数：
① 1LDK（約 41㎡）② 1K（約 30㎡）／

① 41,100 ～ 63,000 円 ② 30,600 ～

55,000 円 ／ 各 1 戸　住宅の概要：重

量鉄骨造 5 階建（バリアフリー化対応）　

入居時期：随時　その他：先着順にて申

し込みを受け付けます。申し込みが募

集戸数を超える場合、空き室待ちにな

ります。家賃は所得に応じ決定します。

風呂・トイレ・寝室に設置された緊急

非常ボタンによる緊急時対応サービス

や水センサーによる安否確認サービス

が利用できます。アネシス・サイトウ（花

田町字斉藤 75-4）の入居者の募集も受

け付けています。間取り、家賃など詳

細はお問い合わせください　申込先：
住宅課（☎51・2602）

	ふるさと豊橋いちばんさん
「豊橋にはこんなすばらしい人がいる」

をテーマに、あらゆる分野を対象に特

技や素晴らしい経験、バイタリティーを

持った人を募集します。

対象：市内在住の方　選考：書類審査　

その他：認定者は11月11日「市民の日」

の式典で表彰し、認定証と記念品を贈

呈します　応募方法：8月14日までに

自・他薦ともに、推薦（応募）書を豊橋

市民愛市憲章推進協議会（〒440-0806

八町通二丁目16）※推薦（応募）書は豊

橋市民愛市憲章推進協議会、市役所生

涯学習課（東館 11 階）で配布　問い合
わせ：豊橋市民愛市憲章推進協議会（☎

56・1128）、生涯学習課（☎51・2846）

豊橋市民愛市憲章
わたくしたち豊橋市民は
1.  心をあわせ美しい町をつくりましょう
1.  よく働き豊かな町をつくりましょう
1.  愛情をもちあたたかい町をつくりましょう
1.  きまりを守り明るい町をつくりましょう
1.  教養をたかめ文化の町をつくりましょう

7
月
28
日
は
世
界
肝
炎
デ
ー
で
す
。「
肝
炎
」と
は
、
肝
臓
の
細
胞
に
炎
症
が
起

こ
り
、
肝
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
病
気
で
、
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
あ
る
い
は
C

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
そ
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
も
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
が

ん
に
移
行
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
検
査
で
早
期
発
見
し

て
医
療
機
関
で
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
検
査
は
医
療
機
関

ま
た
は
保
健
所
で
、
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
だ
一
度
も
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
健
所
で
は

普
段
仕
事
や
学
校
で
忙
し
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
検
査
も
実
施
し
ま
す
。

■
医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
る
場
合

◦
40
歳
の
方
は
4
月
下
旬
に
お
送
り
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
票（
は
が
き
）を

持
参
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
市
内
の
医
療
機
関
で
特
定
健
康
診
査
を
受

け
る
方
は
、
同
時
に
こ
の
検
査
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す

◦
過
去
に
検
査
を
受
け
て
い
な
い
41
歳
以
上
の
方
ま
た
は
今
年
度
の
特
定
健
康

診
査
な
ど
の
肝
機
能
検
査
で
異
常
の
あ
っ
た
41
歳
以
上
の
方
は
、健
康
増
進
課

（
☎
39
・
９
１
３
６
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

◦
右
記
以
外
の
方
は
健
康
政
策
課（
☎
39
・
９
１
０
４
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー（
中
野
町
字
中
原「
ほ
い
っ
ぷ
」内
）で

　

検
査
を
受
け
る
場
合

と
き　

通
常
検
査
／
毎
週
水
曜
日
午
後
1
時
30
分
～
3
時
、
夜
間
検
査
／
7
月

28
日
㈫
午
後
6
時
～
7
時（
受
付
時
間
）　

検
査
結
果
の
通
知　

採
血
終
了
か
ら

約
1
時
間
後
※
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
お
い
て
精
密
検
査
が
必
要
な
場
合

は
約
1
週
間
後　

申
し
込
み　

不
要

［
共
通
事
項
］そ
の
他　

受
診
方
法
や
対
象
者
に
よ
り
実
施
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
本
紙
5
月
1
日
号
と
同
時
配
布
の「
保
健
衛
生
事
業
の
ご
案
内
」8
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
B
型
お
よ
び
C
型
肝
炎
の
治
療
に
は
一
部
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

	

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査（
無
料
）を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
！
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�

健
康
政
策
課（
☎
39
・
９
１
０
４
）


